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主体A    主体 B
教える  一  学ぶ
労働する ―  学ぶ
遊ぶ   ―  学ぶ
いじめる ― 学ぶ
死ぬ  ― 学ぶ
図 1
主体A    主体B
教える  一 学ばない
労働する ―  学ばない
遊ぶ   ―  学ばない
いじめる ―  学ばない
死ぬ  ― 学ばない
図2
主体A    主体B
教える 一 学ぶふりをする
















































































































































































験・ ミメーシス・他者」高橋勝 。広瀬俊雄編著『教育関係論の現在 「関係Jから解読する人間形劇 川島書店、2004
年、1■2頁)。
あ宮澤康人は、タテ・ヨコにナナメを加え、世代間の全ての可能性を視野に入れる必要を指摘する。(宮澤康人「教育
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ンターナショナル (l'International de l'Enseignement)という国際的プロレタリ
ア運動と連帯した教員達の組織であり、もう1つは「新教育のための国際連盟」













レー スを元に一つのテキス トを書く。レー スの興奮冷めやらぬ子どもたちは、自分たち
の登場するこの短いテキス トを読み、まだ字の書けぬ子どもも黒板の字を見て真似なが
ら、各々がノー トに書き写す。しかし、子どもの興奮はつかの間そこにあるに過ぎない。
7 Freinet Ce:estin:L'Eduation du travai:(1946)ed, De:achaux et ‖iest:e, Neuchate:, 1967, ‖oderniser
r Eoo:e,Bibliotheque de‖derne,C.E.L,1960.(宮ヶ谷徳三訳『仕事の教育』明治図書出版、1986年、28頁)
8 Freinet Ce:estin:les iustituteues,C:art6・













される。フレネはこうした取り組みを自由テキス ト (texte libre)と呼び、このテキ






















































10 Freinet Ceiestin:Les manuels soolaires,
図書出版、1986年、41頁)。
:7 Freinet Celestin:Les manue!s sco!aires,
Clart6. n° 73. ler Avr. 1925.




























枚用意する。「共同的学習カー ド (Ficher scolaire cooporatif)」と名付けられたこの
カー ドは1929年に出版され、1932年には学習カー ドを取りまとめたバンフレットコレ





:O Freinet Ce!estin:Vers:'6oo:e du proletariat,C!arte n°47.15 novttbre 1923.(宮ヶ谷徳三訳『仕事の
教育』明治図書出版、1986年、p10←106)、坂本明美「セレスタン・フレネにおける「興味の複合Jの試み-1920年代
～1950年代を中心に一J『フランス教育学会紀要』第 13号、2∞1年、22頁。





























創Freinet Celestin:Les manue:s sco:aires,C:arte,n°73.ler Avr.1925.(宮ヶ谷徳三訳『仕事の教育』明治図
書出版、1986年、55頁)。
2 Freinet Celestin:Les nlanueis sco:aires,C:arte,n°73.ler Avr.1925.(宮ヶ谷徳三訳『仕事の教育』明治
図書出版、1986年、58頁)。








































育実践や運動を振り返り、「仕事の教育 (ド Education de trava‖)」「フランスの現代













































































り、それまで3コー スに区分されていたコレー ジュが一体化される (統一コレー ジュ)






































37下條美智彦『 ヨー ロッパの教育現場から イギリス・フランス・ ドイツの義務教育事情』春風社、2∞3年、107-112
頁。












日とされた (現在主に午前中は行われている)。 1989年「ジョスバン法 (フランスの教












30下條美智彦『 ヨー ロッパの教育現場から イギリス・フランス・ ドイツの義務教育事情』春風社、2∞3年、107
頁、113頁。





























































での自由テキス トの実践を行つている52。同年ベルギーではマヴェ夫妻 (J.et L.Mawet)
やデュボアらにより、フレネ教育の影響を大きく受けた「学習計画」の成立に成功する
53。 1958年、プリュッセルで「現代学校運動国際連盟 (F.1.M.E.M)」が設立される。
1968年、F.I.M.E.‖主 催 に よ る 、 フ レネ教 育 者 国 際 集 会 (Rencontres
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98 Freinet Ce:estin : Les techniques freinet de :'eco:e moderne : Armand Ca:in, 1964  (1=′‖】E月F、 1言】史洒=2助訳『フランスの現代学校』明治図書、1979年、29頁)。
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l Decro:y Ovide,  “Vers l' Eecole renovee, 1921" ,  “Le traintement et l' 6ducation des enfants
i rr6gu:iers, 1925" ,  “La function de g:oba:ization et !' enseignement, 1929" , ハme:i  Hamarde,  “La
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図書、1989年、69頁)。
1・ 長尾十三二『新教育運動の歴史的考察』明治図書、1988年、17買。
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revised edition,1915(first edition,1899)、(宮原誡―訳『学校と社会』岩波文庫、1957年、219頁)。2佐々 木利夫「デューイの興味論J『日本デューイ学会紀要』第23号、1982年、44頁。
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明治図書.!987年、i36頁)。        ‐
“新生児
が舌出しを模倣できるとする説は広く受け入れられている.新生児においても世界に興味があるとされる.
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三訳『仕事の教育』明治図書出版、1986年、42頁)。
44 Freinet.0 “Texetes:ibres et Centres d'interets",L'educateur,n°6,1947.訳は坂本による。


















































































































"C!aparёde,Edouard,"L'education functioneH e'1931(原聡介、森田伸子、クラパレー ド『機能主義教育論』明
治図書、1987年、145頁)。

























































61 Freinet, C  “‖es impressions de pedagogue en Russie, une method de tavai:, Les annees Ecoie Emancipee
de C61estin Freinet,n°37,13 juin 1926" 引用訳は坂本による。
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『仕事の教育』明治図書出版、1986年、243頁)。





くなるJと言つている。(Freinet Celestin"P:us de manuels sco!airel Plus de le9ons!" Brochure

























:3 Freinet Ce!estin:Les techniques freinet de r ecole moderne:Armand Calin,1964(フレネ著、石川慶
子、若狭蔵之助訳『フランスの現代学校』明治図書、1979年、51頁)。
14 Freinet Celestin : L'6oole moderne Francaise
黎明書房、2010年、17頁)。
15 Freinet Ceiestin : L'eco:e moderne Francaise
黎明書房、2010年、107頁)。
16 Freinet Ce!estin : L'eco!e moderne Francaise
黎明書房、2010年、22頁)。
17佐藤広和『生活表現と個性化教育』青木書店、1995
































10 Freinet Celestin:L'6oo:e moderne Francaise:Rossigno:e,1946(宮ヶ谷徳三訳『新装版 手仕事を学校へ』
黎明書房、2010年、109頁)。
"Freinet Celestin:L'6oo:e moderne Francaise:Rossigno!e,1946(宮ヶ谷徳三訳『新装版 手仕事を学校へ』
黎明書房、2010年、18買)。a筆者は「合意の権威J創出の保証ができるかどうか、フレネの説明では不十分であると考える。学び論、権力論を
踏まえた総合的な議論が必要である。今後の課題としたい。
22 Freinet Celestin " P:us de nlanue:s scolaire! P!us de le9ons!"  Brochure d' Education ‖ouvelle
Popuiaire,1937.(宮ヶ谷徳三訳『仕事の教育』明治図書出版、1986年、133買)。
お新生児が舌出しを模倣できるとする説は広く受け入れられている。新生児においても世界に興味があるとされる。
(Readdy Vasudevi,"How lnfants Know‖inds"Cattridge,HA Harvard university Press,2008.(レディ著、佐伯絆
訳『驚くべき乳幼児の心の世摯  「二人称的アプローチJから見えてくること一』ミネルヴァ書房、2015年、60頁).2透過可能性とは、水滴が初めにたまたま流れた場所に後に続く水はすぐに流路を穿ち続いていくことから、人間の
行動も最初は出たとこ勝負であるが、すぐにうまく乗り越える行動に向けて生命を導き鍛え上げる。(Freinet,
Ce!estin “method nature::e de:ecture"1968.(里見実訳『言語の自然な学び方』太郎次郎社エディタス、2015
年、12頁)。
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